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請願・陳情の審議結果 会派名（人数）　 ※議長は除く
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連
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・
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款要　　　　　　旨件　　　名

不採択××××△○議「議会だより」の発行回数を段階的に増やし、市政の重要テーマを深く掘り下げ、
市民にとって分かりやすい内容を検討することを求めるもの。

「議会だより」の発行回数の増と、分かりや
すい紙面内容を求める陳情書

不採択×××××○総市民交流センターの自主事業（公演等）に関して、入場料等の収入で事業費を賄い、
赤字の発生を前提とした公費の投入を行わないことを求めるもの。

市民交流センターにおける「赤字事業」の見
合わせを求める陳情書

不採択××××△
○⚑
×⚔庁今年度で支払いが完了した蛇の目ミシン工場跡地取得費年賦相当額を、来年度から

新庁舎完成年度まで、庁舎建設基金として積み立てることを求めるもの。

⚒⚐⚑⚒年度から、蛇の目ミシン工場跡地取得費
年賦相当額以上を庁舎建設基金に積み立て続
けることを求める陳情書

不採択××⚓
△⚑××○○建

自転車撤去の運用について、専用駐輪場を持たない商店会や個人医院等の利用者の
場合には短時間であれば自転車の撤去をしない等の弾力的な運用をすることを求め
るもの。

自転車撤去の運用に関する陳情書

承　認○○○○○○即⚒⚔陳情第⚓⚔号市拉致事件の早期解決を求める意見書及び要請文の提出に関する陳情書の撤回

採　択○○○○○○厚小金井市の学校給食の献立、食材、調理、食育等に関して具体的に示した新しい「指
針」を、保護者、市民、有識者の参加のもとで早急に制定することを求めるもの。

学校給食の新しい指針を市民参加で作ってい
ただくことを求める陳情書

趣旨
採択○○○○○○厚障がい者週間行事に関する市の予算を増額すること。魅力的な事業により交流の場

の構築、広報宣伝の充実を進めることを求めるもの。障がい者週間行事の充実を求める陳情書

採　択×××○○○厚年少扶養控除の廃止に伴い保育料の負担が増大したことについて、公正な料金にな
るよう見直しを求めるもの。

年少扶養控除廃止に伴う保育料の値上げの見
直しを求める陳情書

不採択×××××○⚑
×⚔議現在の市議会議員の任期中に、あと⚑回以上、議会報告会を試行すること。議会報

告会の実施に当たっては「ごみ問題」に十分な時間を確保することを求めるもの。
現市議の任期中に「議会報告会」の再度の開
催をお願いする陳情書

不採択××××××⚔
△⚑厚

国歌斉唱時不起立をする教職員に対し、入学式・卒業式に出席させない、新入生・
卒業生の担任をさせない等の措置により入学式・卒業式を混乱なく終了させること
を求めるもの。

⚑⚐．⚒⚓通達の順守を求める事に関する陳情書

不採択××××××⚔
△⚑厚国歌斉唱時不起立をする教職員に対し、厳しい罰則や再発防止のための研修を強化

すること等を求める意見書を東京都に対し提出することを求めるもの。
⚑⚐．⚒⚓通達の強化を求める意見書の提出に関
する陳情書

不採択××××××⚔
△⚑厚小金井市議会として、関係機関に対し公立学校の教職員の政治活動の制限の強化を

求める意見書の提出を求めるもの。
公立学校の教職員の政治活動の制限の強化を
求める意見書の提出に関する陳情書

採　択○
○⚑
×⚓×○⚑

×⚓○○総市民の生活と営業を守るため、再来年の消費税増税実施の中止を求め、小金井市議
会として国に対し意見書の提出を求めるもの。

再来年の消費税増税実施の中止を求める意見
書に関する陳情書

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　議：議会運営委員会　　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会　　庁：庁舎建設等調査特別委員会
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民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
り

住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ỏ
児
童
委
員
は
児

童
福
祉
法
に
よ
り
民
生
委
員
が
兼
ね

て
い
る
Ố
児
童
福
祉
問
題
を
専
門
に

担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
⚖
名
を
含

め
る
と
本
市
に
は　

名
が
定
め
ら
れ

⚘⚔

て
い
る
Ố
し
か
し
欠
員
数
が
多
い
Ố

契
欠
員
は
ど
れ
く
ら
い
か
Ố
形
⚘
月

　

日
の
防
災
訓
練
に
民
生
委
員
も
参

⚒⚖加
し
て
い
る
が
ỏ
状
況
と
課
題
は
Ố

　

福
祉
保
健
部
長　

契
⚕
月
⚑
日
号

の
市
報
に　

名
の
掲
載
を
し
た
が
⚘

⚑⚓

月　

日
現
在　

名
の
欠
員
と
な
ỳ
て

⚓⚑

⚑⚗

し
ま
ỳ
た
Ố　

月
⚑
日
付
で
⚑
名
決

⚑⚐

定
し
て
い
る
Ố
形
福
祉
保
健
部
は
災

害
時
要
援
護
者
支
援
訓
練
を
行
ỳ
た
Ố

福
祉
保
健
部
職
員
ỏ
民
生
委
員
ỏ
自

主
防
災
会
ỏ
介
護
サ
ồ
ビ
ス
提
供
事

業
者
ỏ
社
会
福
祉
協
議
会
ỏ
小
金
井

警
察
署
が
連
携
し
て
災
害
時
要
援
護

者
の
安
否
確
認
ỏ
避
難
支
援
ỏ
福
祉

避
難
所
の
開
設
・
運
営
等
の
訓
練
で

民
生
委
員
は　

名
の
参
加
が
あ
り
ỏ

⚔⚕

災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
及
び

避
難
誘
導
ỏ
避
難
所
で
の
支
援
訓
練

を
行
ỳ
た
が
猛
暑
の
中
だ
ỳ
た
の
で

要
援
護
者
は
当
事
者
で
は
な
く
参
加

者
が
代
わ
ỳ
て
実
施
し
た
Ố
課
題
は

敢
避
難
支
援
は
⚑
人
対
⚑
人
で
な
く

グ
ル
ồ
プ
行
動
を
Ố
柑
当
事
者
参
加

実
際
的
訓
練
Ố
桓
名
簿
チ
ỻ
ỽ
ク
等

■
そ
の
他
ỏ
今
年
初
め
て
小
金
井
公

園
と
南
中
学
校
の
⚒
か
所
同
時
に
開

催
し
た
防
災
訓
練
に
つ
い
て
質
問
Ố

青
木
ひ
か
る
ớ
み
ど
り
・
市
民
Ờ

　

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
適
切
な

ケ
ア
の
た
め
に
ỏ
契
ủ
物
忘
れ
相
談

シ
ồ
ト
Ứ
に
よ
る
認
知
症
地
域
連
携

の
構
築
を
Ố
形
知
識
・
経
験
を
持
つ

人
に
よ
る
認
知
症
相
談
事
業
を
Ố
径

介
護
保
険
外
の
サ
ồ
ビ
ス
で
認
知
症

高
齢
者
見
守
り
事
業
を
Ố
恵
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
て
成
年
後
見
制

度
の
認
知
度
ア
ỽ
プ
を
Ố
慶
認
知
症

サ
ポ
ồ
タ
ồ
事
業
の
強
化
を
Ố
慧

ủ
認
知
症
の
人
の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ồ
方
式
Ứ
ツ
ồ
ル

を
活
用
し
て
ỏ
利
用
者
本
位
の
視
点

に
立
ỳ
た
研
修
を
行
わ
な
い
か
Ố

　

福
祉
保
健
部
長　

契
武
蔵
野
市
・

三
鷹
市
の
シ
ồ
ト
の
使
い
方
や
連
携

方
法
な
ど
を
学
び
ỏ
医
師
会
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
Ố

形
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
く
Ố
径
ủ
安
ら

ぎ
支
援
事
業
Ứ
と
し
て
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
で
見
守
り
を
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
Ố
恵
市
報
や
ホ
ồ
ム
ペ
ồ

ジ
な
ど
で
普
及
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
き
た
い
Ố
慶
今
後
と
も
認
知
症
サ

ポ
ồ
タ
ồ
養
成
講
座
の
周
知
に
努
め
ỏ

更
な
る
サ
ポ
ồ
タ
ồ
の
養
成
を
図
ỳ

て
い
き
た
い
Ố
慧
本
方
式
の
導
入
事

例
な
ど
を
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い

し
ỏ
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
ỏ
医

療
圏
域
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ồ
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
Ố

認
知
症
で
も
安
心
な
ま
ち

認
知
症
で
も
安
心
な
ま
ち
づづ

くく
りり

民
生
委
員
・
児
童
委
員
欠

民
生
委
員
・
児
童
委
員
欠
員員

地
域
の
解
消
を
願

地
域
の
解
消
を
願
うう

 
反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

渡
辺
ふ
き
子
ớ
公
明
党
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政
府
民
主
党
が
子
ど
も
手
当
の
財

源
と
し
て
ỏ
⚐
歳
か
ら　

歳
ま
で
の

⚑⚕

年
少
扶
養
控
除
を
廃
止
し
た
事
に
よ

り
ỏ
今
年
⚔
月
か
ら
認
可
保
育
所
の

保
育
料
に
影
響
が
出
た
Ố
国
は
自
治

体
に
対
し
ỏ
保
育
料
へ
影
響
が
出
な

い
様
対
応
を
求
め
た
が
ỏ
小
金
井
市

の
保
育
料
は
実
質　

年
間
値
上
げ
し

⚒⚐

て
お
ら
ず
ỏ
多
摩　

市
で
最
低
だ
ỳ

⚒⚖

た
た
め
ỏ
あ
え
て
新
基
準
で
料
金
を

算
定
し
た
Ố
通
知
一
つ
で
ỏ
国
の
不

手
際
を
市
に
負
わ
せ
る
対
応
は
容
認

で
き
な
い
Ố
負
担
額
の
激
変
家
庭
に

対
し
て
は
ỏ
何
ら
か
の
措
置
を
要
望

し
ỏ
保
育
料
の
見
直
し
に
反
対
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

森
戸
洋
子
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

陳
情
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
保
育
料

が
⚒
・
⚕
倍
も
上
が
ỳ
た
と
い
う
こ

と
だ
Ố
子
育
て
増
税
の
上
に
こ
の
仕

打
ち
で
子
育
て
世
代
の
生
活
は
厳
し

く
な
ỳ
て
い
る
Ố
ま
た
保
護
者
に
対

し
値
上
げ
に
つ
い
て
の
説
明
会
も
開

催
し
な
か
ỳ
た
Ố
市
民
の
負
担
増
に

関
わ
る
問
題
で
市
民
参
加
条
例
第
⚔

条
の
市
の
責
務
を
無
視
す
る
も
の
で

あ
る
Ố
国
の
法
改
定
に
従
わ
ず
無
視

す
る
こ
と
は
怠
慢
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
Ố
市
長
は
財
政
が
厳
し
い
と
言

い
な
が
ら
ỏ
開
発
に
は
今
後
も
莫
大

な
税
金
を
使
お
う
と
し
て
お
り
ỏ
税

金
の
使
い
方
に
問
題
が
あ
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

　

鈴
木
成
夫
ớ
民
主
・
社
民
Ờ

　

小
金
井
市
で
は
児
童
福
祉
審
議
会

が
保
育
料
改
定
に
つ
い
て
平
成　

年
⚑⚘

⚓
月
に
答
申
し
て
い
る
が
ỏ
市
長
は

こ
の
問
題
を
放
置
し
ỏ
国
基
準
に
対

す
る
保
育
料
の
徴
収
割
合
は　

市
中

⚒⚖

最
低
で
あ
る
Ố
本
年
⚔
月
に
年
少
扶

年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
伴
う 

保
育
料
の
値
上
げ
の
見
直
し
を 

求

め

る

陳

情

書

養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ỏ
陳
情
の
よ
う

に
保
護
者
負
担
は
前
年
の
⚒
倍
以
上

で
あ
る
Ố
国
制
度
の
変
更
を
実
質
的

な
保
育
料
の
値
上
げ
に
す
り
替
え
る

や
り
方
に
私
達
は
違
和
感
を
覚
え
て

い
る
Ố
福
祉
的
配
慮
に
基
づ
い
た
保

育
料
の
激
変
緩
和
や
減
免
措
置
実
施

と
検
討
を
要
望
し
ỏ
民
主
党
・
社
民

ク
ラ
ブ
の
賛
成
討
論
と
す
る
Ố

 
賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

関
根
優
司
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

今
年
の
小
金
井
市
の
国
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
値
上
げ
は
ỏ
市
民
の
暮
ら
し
を
直

撃
し
て
い
る
Ố
ま
た
ỏ
大
型
店
出
店

で
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の
商
店
街
は

閉
店
が
相
次
い
で
い
る
Ố
経
済
は
好

転
し
て
お
ら
ず
消
費
税
増
税
の
前
提

も
崩
れ
て
い
る
Ố
こ
れ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
ỏ　

・
⚕
兆
円

⚑⚓

の
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
の

あ
わ
せ
て　

兆
円
も
の
負
担
増
を
強

⚒⚐

行
す
れ
ば
ỏ
暮
ら
し
や
経
済
に
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
打
撃
を
与
え
る
Ố

消
費
税
増
税
は
中
止
以
外
な
い
と
改

め
て
表
明
し
ỏ
討
論
と
す
る
Ố

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

中
山
克
己
ớ
自
民
党
小
金
井
Ờ

　

社
会
保
障
費
は
毎
年
⚑
兆
円
規
模

で
膨
ら
み
続
け
て
お
り
ỏ
そ
の
負
担

は
現
役
世
代
が
中
心
と
い
う
現
在
の

や
り
方
で
は
制
度
の
持
続
可
能
性
は

な
い
Ố
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
す
と

い
う
従
来
の
考
え
方
を
転
換
し
ỏ
世

代
間
の
公
平
を
図
る
制
度
改
革
は
不

可
欠
と
な
る
Ố
制
度
を
支
え
る
世
代

の
少
子
化
を
考
え
ỏ
将
来
に
渡
ỳ
て

問
題
を
先
送
り
に
し
な
い
た
め
の
一

体
改
革
は
ỏ
ま
さ
に
今
進
め
る
べ
き

で
あ
る
Ố
安
定
財
源
を
早
急
に
確
保

す
る
た
め
消
費
税
増
税
分
を
全
て
社

会
保
障
に
使
う
方
針
と
併
せ
ỏ
三
党

合
意
に
賛
成
し
本
陳
情
に
反
対
す
る
Ố

再
来
年
の
消
費
税
増
税
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書


